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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端部に取付部が設けられ、この取付部に貫通孔が設けられたバンド本体と、
　このバンド本体における前記取付部の前記貫通孔に対応するねじ孔を有する枠状の尾錠
と、
　前記バンド本体の長手方向に突出し、且つ前記取付部の前記貫通孔に対応する挿入孔を
有する係止部材と、
　前記取付部の前記貫通孔および前記係止部材の前記挿入孔に挿入して、前記係止部材を
前記バンド本体に取り付ける連結パイプと、
　前記尾錠の前記ねじ孔から外部に頭部が露呈して、前記尾錠の前記ねじ孔にねじ部が螺
着した状態で、前記連結パイプ内に軸部が回転可能に挿入することにより、前記尾錠を前
記バンド本体に取り付けるねじ部材と、
　を備えていることを特徴とする時計バンド。
【請求項２】
　一端部に取付部が設けられ、この取付部に貫通孔が設けられたバンド本体と、
　このバンド本体における前記取付部の前記貫通孔に対応するねじ孔を有する枠状の尾錠
と、
　前記バンド本体の長手方向に突出し、且つ前記取付部の前記貫通孔に対応する挿入孔を
有する係止部材と、
　前記尾錠の前記ねじ孔から外部に頭部が露呈して、前記尾錠の前記ねじ孔にねじ部が螺
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着した状態で、前記取付部の前記貫通孔および前記係止部材の前記挿入孔に前記係止部材
の中間付近に到達する程度の長さに形成された軸部が回転可能に挿入することにより、前
記尾錠および前記係止部材を前記バンド本体に取り付けるねじ部材と、
　を備えていることを特徴とする時計バンド。
【請求項３】
　前記ねじ部材の前記軸部は、前記バンド本体の前記取付部に配置された前記係止部材が
位置する箇所に到達する長さに形成されていることを特徴とする請求項１または請求項２
に記載の時計バンド。
【請求項４】
　前記尾錠には、ねじ突起部が前記バンド本体における前記取付部に向けてそれぞれ突出
して設けられており、このねじ突起部には、前記取付部の前記貫通孔に対応する前記ねじ
孔がそれぞれ貫通して設けられていることを特徴とする請求項１～請求項３のいずれかに
記載の時計バンド。
【請求項５】
　前記ねじ突起部が位置する前記尾錠の外面には、前記ねじ部材の前記頭部が挿入して配
置される座ぐり部がそれぞれ設けられていることを特徴とする請求項４に記載の時計バン
ド。
【請求項６】
　請求項１または請求項２に記載の時計バンドと、
　この時計バンドが取り付けられる腕時計ケースと、
　を備えていることを特徴とする腕時計。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、腕時計に用いられる時計バンドおよびその時計バンドが取り付けられた腕
時計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、腕時計の時計バンドにおいては、特許文献１に記載されているように、腕時計ケ
ースに取り付けられるバンド本体と、このバンド本体の先端部にこれを挟むように取り付
けられる枠状の尾錠と、バンド本体の先端部における中間部に取り付けられる突棒と、尾
錠および突棒をバンド本体の先端部に取り付けるためのばね棒とを備えた構成のものが知
られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－２１２１０７号公報
【０００４】
　この種の時計バンドでは、バンド本体同士の締結を容易にするために、枠状の尾錠内に
おける先端部間にローラが回転自在に取り付けられている。これにより、この時計バンド
は、他方のバンド本体を枠状の尾錠内に差し込む際に、他方のバンド本体がローラの表面
に接触してローラが回転することにより、他方のバンド本体が枠状の尾錠内に円滑に挿入
するように構成されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、このような従来の時計バンドでは、尾錠および突棒をバンド本体の先端
部にばね棒で取り付けた構成であるから、バンド本体を腕時計ケースに取り付けた状態で
、高所から落下した際に、枠状の尾錠が衝撃を受けて押し広げられると、枠状の尾錠がば
ね棒から外れてバンド本体から脱落してしまうという問題がある。
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【０００６】
　例えば、バンド本体を腕時計ケースに取り付けた状態で、卓上（高さ１ｍ程度）から落
下させた際には、尾錠に加わる衝撃が小さいので、枠状の尾錠がばね棒から外れることは
ないが、ビルの上階（高さ１０ｍ程度）から落下させた際には、尾錠に加わる衝撃が大き
いため、枠状の尾錠が衝撃によって押し広げられてばね棒から外れてしまうことがある。
【０００７】
　この発明が解決しようとする課題は、落下などの衝撃を受けても、尾錠がバンド本体か
ら脱落しないようにすることができる時計バンドおよび腕時計を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明は、上記課題を解決するために、次のような構成要素を備えている。
　請求項１に記載の発明は、一端部に取付部が設けられ、この取付部に貫通孔が設けられ
たバンド本体と、このバンド本体における前記取付部の前記貫通孔に対応するねじ孔を有
する枠状の尾錠と、前記バンド本体の長手方向に突出し、且つ前記取付部の前記貫通孔に
対応する挿入孔を有する係止部材と、前記取付部の前記貫通孔および前記係止部材の前記
挿入孔に挿入して、前記係止部材を前記バンド本体に取り付ける連結パイプと、前記尾錠
の前記ねじ孔から外部に頭部が露呈して、前記尾錠の前記ねじ孔にねじ部が螺着した状態
で、前記連結パイプ内に軸部が回転可能に挿入することにより、前記尾錠を前記バンド本
体に取り付けるねじ部材と、
　を備えていることを特徴とする時計バンドである。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、一端部に取付部が設けられ、この取付部に貫通孔が設けられ
たバンド本体と、このバンド本体における前記取付部の前記貫通孔に対応するねじ孔を有
する枠状の尾錠と、前記バンド本体の長手方向に突出し、且つ前記取付部の前記貫通孔に
対応する挿入孔を有する係止部材と、前記尾錠の前記ねじ孔から外部に頭部が露呈して、
前記尾錠の前記ねじ孔にねじ部が螺着した状態で、前記取付部の前記貫通孔および前記係
止部材の前記挿入孔に前記係止部材の中間付近に到達する程度の長さに形成された軸部が
回転可能に挿入することにより、前記尾錠および前記係止部材を前記バンド本体に取り付
けるねじ部材と、を備えていることを特徴とする時計バンドである。
【発明の効果】
【００１４】
　この発明によれば、バンド本体を腕時計に取り付けた状態で、高所から落下させた際に
、尾錠が強い衝撃を受けて押し広げられても、尾錠に螺着されたねじ部材の軸部が、バン
ド本体の一対の取付部における箇所から抜け出すことがないため、尾錠がバンド本体から
外れてしまうことがない。このため、落下などの衝撃を受けても、尾錠がバンド本体から
脱落しないようにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】この発明を適用した腕時計の実施形態１を示した正面図である。
【図２】図１に示された腕時計の側面図である。
【図３】図１に示された腕時計の１２時側に位置する時計バンドを示した拡大斜視図であ
る。
【図４】図３に示された時計バンドの分解斜視図である。
【図５】図３に示された時計バンドの要部を示した拡大正面図である。
【図６】この発明を適用した腕時計の実施形態２において、時計バンドの一部を破断して
示した要部の拡大正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
（実施形態１）
　以下、図１～図５を参照して、この発明を適用した腕時計の実施形態１について説明す
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る。
　この腕時計は、図１および図２に示すように、腕時計ケース１を備えている。この腕時
計ケース１は、その内部に時計モジュール２が収容されている。この時計モジュール２は
、図示しないが、時刻を指示するための指針や、時刻を表示するための表示部などの時計
機能に必要な各種の部品を備えている。
【００１７】
　また、この腕時計ケース１の３時側および９時側の各側部には、図１および図２に示す
ように、押釦スイッチ３がそれぞれ設けられている。さらに、この腕時計ケース１の１２
時側および６時側の各側部には、バンド取付部４がそれぞれ設けられている。このバンド
取付部４には、腕時計ケース１を使用者の腕に取り付けるための時計バンド５が取り付け
られている。
【００１８】
　時計バンド５は、図１および図２に示すように、腕時計ケース１の６時側のバンド取付
部４に取り付けられるバンド本体６と、腕時計ケース１の１２時側のバンド取付部４に取
り付けられるバンド本体７とを備えている。６時側のバンド本体６は、ゴムなどの弾力を
有する合成樹脂からなり、帯状に形成されている。
【００１９】
　このバンド本体６は、図１および図２に示すように、その一端部６ａ（図１では上端部
）が腕時計ケース１の６時側に位置するバンド取付部４に取り付けられている。また、こ
のバンド本体６の他端部である先端部６ｂ側、つまり腕時計ケース１と反対側に位置する
端部側（図１では下端部側）には、図１に示すように、複数の係止孔６ｃがバンド本体６
の長手方向に沿って等間隔で設けられている。
【００２０】
　一方、１２時側のバンド本体７も、６時側のバンド本体６と同様、ゴムなどの弾力を有
する合成樹脂からなり、帯状に形成されている。このバンド本体７は、図１および図２に
示すように、その一端部７ａ（図１では下端部）が腕時計ケース１の１２時側に位置する
バンド取付部４に取り付けられている。また、このバンド本体７の他端部である先端部７
ｂ、つまり腕時計ケース１と反対側に位置する端部（図１では上端部）には、図３～図５
に示すように、一対の取付部８が突出して設けられている。
【００２１】
　この一対の取付部８は、図４に示すように、それぞれ円筒状をなし、バンド本体７の先
端部７ｂにバンド本体７の長手方向と直交する方向に沿って設けられている。この場合、
一対の取付部８は、図４および図５に示すように、その両者の間に予め定められた間隔Ｓ
をもって、バンド本体７の先端部７ｂに設けられている。
【００２２】
　また、この一対の取付部８は、図４および図５に示すように、その両者の全体の長さＬ
１がバンド本体７の先端部７ｂにおけるバンド本体７の長手方向と直交する方向の長さＬ
よりも短く形成されている。この一対の取付部８には、それぞれ貫通孔８ａがバンド本体
７の長手方向と直交する方向に沿って同一軸上に設けられている。
【００２３】
　また、この１２時側のバンド本体７の先端部７ｂには、図３～図５に示すように、ほぼ
枠状の尾錠１０が取り付けられている。この尾錠１０は、ステンレスなどの金属または硬
質の合成樹脂からなり、バンド本体７の先端部７ｂと平行で且つその先端部７ｂの長さＬ
よりも少し長く形成された錠本体１０ａと、この錠本体１０ａの両端部からバンド本体７
の先端部７ｂに向けて互いに平行に延設された一対のアーム部１０ｂとを備えている。
【００２４】
　この一対のアーム部１０ｂは、図３～図５に示すように、その各先端部がバンド本体７
の一対の取付部８を挟むように、一対の取付部８の外側に配置されるように構成されてい
る。また、この一対のアーム部１０ｂの各先端部には、図４に示すように、互いに対向す
る方向に突出した一対のねじ突起部１０ｃが、バンド本体７における一対の取付部８に対
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応して設けられている。この一対のねじ突起部１０ｃには、ねじ孔１１が、一対の取付部
８の各貫通孔８ａにそれぞれ対応した状態で、貫通して設けられている。
【００２５】
　すなわち、このねじ孔１１は、図４および図５に示すように、一対のアーム部１０ｂの
外部面からねじ突起部１０ｃの内面に貫通して設けられている。また、このねじ孔１１の
外部に位置するアーム部１０ｂには、後述するねじ部材１６の頭部１６ａが挿入して配置
される座ぐり部１１ａが、それぞれ設けられている。この座ぐり部１１ａは、図３および
図５に示すように、ねじ部材１６の頭部１６ａが、尾錠１０のアーム部１０ｂから外部に
突出することなく収容するように形成されている。
【００２６】
　また、バンド本体７の先端部７ｂには、図３～図５に示すように、係止部材１２が取り
付けられている。この係止部材１２は、ステンレスなどの金属からなり、バンド本体７の
一対の取付部８間に配置される連結部１３と、この連結部１３に設けられて尾錠１０の錠
本体１０ａに向けて延出された一対の係止突起部１４とを備えている。連結部１３は、図
３～図５に示すように、バンド本体７の一対の取付部８間に配置される円筒状に形成され
ている。この連結部１３には、その内部に一対の取付部８の各貫通孔８ａに対応する挿入
孔１３ａが貫通して設けられている。
【００２７】
　一対の係止突起部１４は、図３～図５に示すように、連結部１３から二股に分かれて錠
本体１０ａに向けて突出し、この突出した各先端部が錠本体１０ａ上に接離可能に当接す
ることにより、連結部１３を中心とする係止部材１２の回転を規制するように構成されて
いる。また、この一対の係止突起部１４は、その各先端部が錠本体１０ａ上に設けられた
位置規制部１０ｃに接離可能に配置されることにより、係止部材１２の横振れ（つまりバ
ンド本体７の長手方向と直交する方向への移動）を規制するように構成されている。
【００２８】
　また、この係止部材１２は、図３～図５に示すように、連結パイプ１５によってバンド
本体７の先端部に取り付けられている。この連結パイプ１５は、ステンレスなどの金属か
らなり、バンド本体７の一対の取付部８間に係止部材１２の連結部１３が配置され、且つ
一対の取付部８の各貫通孔８ａと連結部１３の挿入孔１３ａとが対応した状態で、一対の
取付部８の各貫通孔８ａおよび連結部１３の挿入孔１３ａに連続して挿入することにより
、係止部材１２をバンド本体７の先端部７ｂに回転可能に取り付けるように構成されてい
る。
【００２９】
　この場合、連結パイプ１５は、図４および図５に示すように、その長さがバンド本体７
の一対の取付部８における全体の長さＬ１とほぼ同じ長さか、それよりも少し短く形成さ
れている。これにより、連結パイプ１５は、一対の取付部８の各貫通孔８ａに連続して挿
入された際に、連結パイプ１５の両端部が一対の取付部８から外部に突出しないように構
成されている。
【００３０】
　また、尾錠１０は、図３～図５に示すように、一対のねじ部材１６によってバンド本体
７の先端部７ｂに取り付けるように構成されている。このねじ部材１６は、ステンレスな
どの金属からなり、尾錠１０における一対のアーム部１０ｂの外部に露呈する頭部１６ａ
と、一対のアーム部１０ｂに設けられた各ねじ突起部１０ｃのねじ孔１１に螺着するねじ
部１６ｂと、連結パイプ１５内に挿入する軸部１６ｃとを備えている。
【００３１】
　この場合、頭部１６ａは、図４に示すように、ねじ部１６ｂよりも大径に形成され、尾
錠１０のアーム部１０ｂに設けられた座ぐり部１１ａ内に配置されて外部に突出しないよ
うに形成されている。ねじ部１６ｂは、頭部１６ａよりも小径に形成され、アーム部１０
ｂに設けられた各ねじ突起部１０ｃのねじ孔１１に螺着するように形成されている。軸部
１６ｃは、ねじ部１６ｂよりも小径に形成され、連結パイプ１５内に十分な長さをもって
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挿入するように形成されている。
【００３２】
　すなわち、この軸部１６ｃは、図５に示すように、ねじ部１６ｂがアーム部１０ｂに設
けられた各ねじ突起部１０ｃのねじ孔１１に螺着した際に、軸部１６ｃの先端部が係止部
材１２の連結部１３に位置する箇所付近に到達する程度の長さで、連結パイプ１５内に十
分に長く挿入するように形成されている。
【００３３】
　これにより、ねじ部材１６は、図３～図５に示すように、軸部１６ｃが尾錠１０のアー
ム部１０ｂの外側からねじ孔１１を通して連結パイプ１５内に挿入されると共に、ねじ部
１６ｂがアーム部１０ｂのねじ孔１１に螺入し、この状態で外部に露呈した頭部１６ａを
回して締め付けられるように構成されている。
【００３４】
　また、このねじ部材１６は、締め付けられと、軸部１６ｃが連結パイプ１５内に十分に
長く挿入された状態で、ねじ部１６ｂがアーム部１０ｂのねじ孔１１に螺着し、頭部１６
ａがアーム部１０ｂの座ぐり部１１ａ内に配置されて、尾錠１０をバンド本体７の先端部
に取り付けるように構成されている。なお、１２時側のバンド本体７には、図１～図４に
示すように、遊環１７がバンド本体７に沿って移動可能に設けられている。
【００３５】
　次に、このような時計バンド５を腕時計ケース１に取り付けて使用する場合について説
明する。
　このときには、まず、図３～図５に示すように、１２時側のバンド本体７に尾錠１０お
よび係止部材１２を取り付ける。この場合には、係止部材１２の連結部１３をバンド本体
７における一対の取付部８間に配置して、一対の取付部８の各貫通孔８ａと連結部１３の
挿入孔１３ａとを対応させる。
【００３６】
　この状態で、図３～図５に示すように、一対の取付部８の各貫通孔８ａおよび連結部１
３の挿入孔１３ａに連結パイプ１５を挿入する。これにより、係止部材１２がバンド本体
７の先端部７ｂに取り付けられる。このときには、連結パイプ１５を一対の取付部８の各
貫通孔８ａに連続させて挿入し、連結パイプ１５の両端部が一対の取付部８から外部に突
出しないように配置する。
【００３７】
　この後、バンド本体７の先端部７ｂに尾錠１０を取り付ける。このときには、まず、尾
錠１０の一対のアーム部１０ｂがバンド本体７の一対の取付部８を挟むように、一対のア
ーム部１０ｂの各ねじ突起部１０ｃを一対の取付部８の外側に配置する。そして、一対の
アーム部１０ｂの各ねじ突起部１０ｃを一対の取付部８に対応させて、一対のねじ突起部
１０ｃの各ねじ孔１１を一対の取付部８の各貫通孔８ａに対応させる。
【００３８】
　この状態で、ねじ部材１６を尾錠１０の各ねじ孔１１から連結パイプ１５内に挿入させ
て締め付ける。このときには、まず、ねじ部材１６の軸部１６ｃを尾錠１０のアーム部１
０ｂの外側からねじ孔１１に挿入する。そして、この挿入した軸部１６ｃを更に連結パイ
プ１５内に挿入すると共に、ねじ部材１６のねじ部１６ｂをアーム部１０ｂのねじ孔１１
に螺入させる。
【００３９】
　このときに、頭部１６ａを回してねじ部材１６を締め付けると、ねじ部１６ｂがアーム
部１０ｂに設けられたねじ突起部１０ｃのねじ孔１１に螺着し、頭部１６ａがアーム部１
０ｂの座ぐり部１１ａ内に配置される。このときには、頭部１６ａがアーム部１０ｂの外
部に突出することなく座ぐり部１１ａ内に収納される。
【００４０】
　また、このときには、ねじ部材１６の軸部１６ｃの先端部が係止部材１２の連結部１３
に位置する箇所付近に到達する程度の長さで、連結パイプ１５内に十分に長く挿入する。



(7) JP 5704113 B2 2015.4.22

10

20

30

40

50

これにより、尾錠１０がねじ部材１６によってバンド本体７の一対の取付部８に回転可能
な状態で、確実に且つ強固に取り付けられる。
【００４１】
　この後、１２時側のバンド本体７を腕時計ケース１の１２側に位置するバンド取付部４
に取り付けると共に、６時側のバンド本体６を腕時計ケース１の６側に位置するバンド取
付部４に取り付ける。これにより、時計バンド５が腕時計ケース１に取り付けられるので
、この時計バンド５によって腕時計ケース１を使用者の腕に取り付けて使用することがで
きる。
【００４２】
　このときには、６時側のバンド本体６の先端部６ｂを１２時側のバンド本体７の先端部
７ｂに取り付けられた尾錠１０内に挿入し、この挿入した６時側のバンド本体６に設けら
れた複数の係止孔６ｃに、１２時側のバンド本体７に取り付けられた係止部材１２の一対
の係止突起部１４をそれぞれ挿入させる。
【００４３】
　この状態で、一対の係止突起部１４を尾錠１０の錠本体１０ａに当接させると、連結部
１３を中心とする係止部材１２の回転が規制される。また、このときには、一対の係止突
起部１４の各先端部が錠本体１０ａの位置規制部１０ｃに接離可能に配置されることによ
り、係止部材１２の横振れ（つまりバンド本体７の長手方向と直交する方向への移動）が
規制される。これにより、時計バンド５が緩むことなく使用者の腕に良好に取り付けられ
る。
【００４４】
　このように時計バンド５によって腕時計ケース１を使用者の腕に取り付ける際には、尾
錠１０のねじ孔１１にねじ部１６ｂが螺着したねじ部材１６の軸部１６ｃが連結パイプ１
５内に回転可能に挿入されているので、ねじ部材１６の軸部１６ｃを中心に尾錠１０が回
転する際に、ねじ部１６ｂが緩むことがなく、尾錠１０が円滑に回転する。このため、６
時側のバンド本体６の先端部６ｂを１２時側のバンド本体７に取り付けられた尾錠１０内
に差し込む際に、差し込み易くすることができる。
【００４５】
　また、この時計バンド５が取り付けられた腕時計をビルの上階（例えば１０ｍ程度の高
さ）から誤って落下させた際に、尾錠１０が強い衝撃を受けて一対のアーム部１０ｂが押
し広げられても、尾錠１０のねじ孔１１にねじ部１６ｂが螺着したねじ部材１６の軸部１
６ｃが連結パイプ１５内に十分に長く挿入されているので、尾錠１０がバンド本体７から
脱落することがない。
【００４６】
　すなわち、ねじ部材１６の軸部１６ｃは、図５に示すように、その先端部が係止部材１
２の連結部１３に位置する箇所付近に到達する程度の長さで、連結パイプ１５内に十分に
長く挿入されているので、一対のアーム部１０ｂが押し広げられても、軸部１６ｃが連結
パイプ１５内から抜け出すことがない。このため、尾錠１０がバンド本体７から脱落する
ことがない。
【００４７】
　このように、この時計バンド５によれば、１２時側のバンド本体７の先端部７ｂに一対
の取付部８を設け、この一対の取付部８間に係止部材１２の連結部１３を連結パイプ１５
によって連結すると共に、この一対の取付部８にこれを挟むように尾錠１０を配置し、こ
の状態で尾錠１０のねじ孔１１にねじ部材１６のねじ部１６ｂを螺着させてねじ部材１６
の軸部１６ｃを連結パイプ１５内に挿入させることにより、尾錠１０をバンド本体７に取
り付けた構成であるから、落下などの衝撃を受けても、尾錠１０がバンド本体７から脱落
しないようにすることができる。
【００４８】
　すなわち、この時計バンド５では、バンド本体７を腕時計ケース１に取り付けた状態で
、ビルの上階（例えば高さ１０ｍ程度）などの高所から落下させた際に、尾錠１０が強い
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衝撃を受けて尾錠１０の一対のアーム部１０ｂが押し広げられても、尾錠１０に螺着され
たねじ部材１６の軸部１６ｃが、係止部材１２をバンド本体７に取り付ける連結パイプ１
５内に挿入されているので、軸部１６ｃが連結パイプ１５内から抜け出すことがない。こ
のため、尾錠１０がバンド本体７から外れて脱落するのを防ぐことができる。
【００４９】
　この場合、ねじ部材１６の軸部１６ｃは、バンド本体７の一対の取付部８間に配置され
た係止部材１２の連結部１３が位置する箇所付近に到達する長さで、連結パイプ１５内に
挿入されているので、尾錠１０が強い衝撃を受けて尾錠１０の一対のアーム部１０ｂが押
し広げられても、連結パイプ１５内から抜け出すことがない。このため、尾錠１０がバン
ド本体７から外れて脱落するのを確実に防ぐことができると共に、尾錠１０をバンド本体
７に確実に且つ強固に取り付けることができる。
【００５０】
　また、ねじ部材１６は、そのねじ部１６ｂが尾錠１０のねじ孔１１に螺着した状態で、
軸部１６ｃが連結パイプ１５内に回転可能に挿入されているので、ねじ部材１６の軸部１
６ｃを中心に尾錠１０が回転する際に、ねじ部１６ｂが緩むことなく、尾錠１０を円滑に
回転させることができる。
【００５１】
　また、このねじ部材１６は、その軸部１６ｃが連結パイプ１５内に挿入されているので
、軸部１６ｃを中心に尾錠１０が回転する際に、バンド本体７の一対の取付部８が弾力を
有する合成樹脂で形成されていても、尾錠１０と共に回転するねじ部材１６の軸部１６ｃ
によって一対の取付部８が磨耗するのを防ぐことができ、これにより耐久性の高いものを
提供することができる。
【００５２】
　さらに、ねじ部材１６は、その軸部１６ｃが連結パイプ１５内に回転可能に挿入されて
いることにより、６時側のバンド本体６の先端部６ｂを１２時側のバンド本体７に取り付
けられた尾錠１０内に差し込む際に、尾錠１０を容易に回転させて６時側のバンド本体６
の先端部６ｂを差し込み易くすることができる。これにより、６時側のバンド本体６の先
端部６ｂを１２時側のバンド本体７に容易に且つ良好に取り付けることができるので、使
い勝手の良いものを提供することができる。
【００５３】
　また、この時計バンド５によれば、尾錠１０に、ねじ突起部１０ｃがバンド本体７にお
ける一対の取付部８に向けてそれぞれ突出して設けられており、このねじ突起部１０ｃに
、ねじ部材１６のねじ部１６ｂが螺着するねじ孔１１がそれぞれ貫通して設けられるので
、尾錠１０における一対のアーム部１０ｂの厚みが薄くても、ねじ突起部１０ｃによって
ねじ孔１１を十分に長く形成することができる。このため、尾錠１０のねじ突起部１０ｃ
のねじ孔１１にねじ部材１６のねじ部１６を強固に螺着することができるので、尾錠１０
をねじ部材１６によってバンド本体７に確実に且つ強固に取り付けることができる。
【００５４】
　この場合、ねじ突起部１０ｃが位置する尾錠１０の外面には、ねじ部材１６の頭部１６
ａが挿入して配置される座ぐり部１１ａがそれぞれ設けられているので、ねじ部材１６の
ねじ部１６ｂを尾錠１０のねじ孔１１に螺入させて締め付けた際に、ねじ部材１６の頭部
１６ａを尾錠１０の外部に突出させないように尾錠１０の座ぐり部１１ａ内に没入させた
状態で配置することができる。
【００５５】
　このため、ねじ部材１６は、落下などの衝撃を頭部１６ａが直接受けることがないので
、勝手に回転して締め付け状態が緩むことがないばかり、頭部１６ａが尾錠１０の外部に
突出していないため、時計バンド５によって腕時計ケース１を使用者の腕に取り付けて使
用する際に、頭部１６ａが物や人に打つかって傷付けたりすることなく、安全に且つ良好
に使用することができる。
【００５６】
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　さらに、このような腕時計によれば、内部に時計モジュール２を収容した腕時計ケース
１に時計バンド５を取り付けた構成であるから、既存の腕時計に容易に時計バンド５を取
り付けて使用することができると共に、この時計バンド５によって腕時計ケース１を使用
者の腕に容易に取り付けて良好に使用することができる。
【００５７】
（実施形態２）
　次に、図６を参照して、この発明を腕時計に適用した時計バンドの実施形態２について
説明する。
　この時計バンド５は、図６に示すように、実施形態１の連結パイプ１５を用いずに、一
対のねじ部材２０によって尾錠１０および係止部材１２をバンド本体７に取り付けた構成
であり、これ以外は実施形態１とほぼ同じ構成になっている。
【００５８】
　すなわち、このねじ部材２０は、ステンレスなどの金属からなり、図６に示すように、
尾錠１０における一対のアーム部１０ｂの外部に露呈する頭部２０ａと、一対のアーム部
１０ｂに設けられた各ねじ突起部１０ｃのねじ孔１１に螺着するねじ部２０ｂと、バンド
本体７の一対の取付部８に設けられた貫通孔８ａ内および係止部材１２の連結部１３に設
けられた挿入孔１３ａ内に挿入する軸部２０ｃとを備えている。
【００５９】
　この場合、頭部２０ａは、実施形態１と同様、ねじ部２０ｂよりも大径に形成され、尾
錠１０のアーム部１０ｂに設けられた座ぐり部１１ａ内に配置されて外部に突出しないよ
うに形成されている。ねじ部２０ｂは、頭部２０ａよりも小径に形成され、アーム部１０
ｂに設けられた各ねじ突起部１０ｃのねじ孔１１に螺着するように形成されている。軸部
２０ｃは、ねじ部２０ｂよりも小径に形成され、尾錠１０のアーム部１０ｂから係止部材
１２の連結部１３の中間部に到達する長さに形成されている。
【００６０】
　すなわち、この軸部２０ｃは、図６に示すように、ねじ部２０ｂがアーム部１０ｂに設
けられた各ねじ突起部１０ｃのねじ孔１１に螺着した際に、軸部２０ｃの先端部が係止部
材１２の連結部１３における中間部付近に到達する程度の長さに形成されている。これに
より、軸部２０ｃは、バンド本体７の取付部８の貫通孔８ａを通して係止部材１２の連結
部１３の挿入孔１３ａ内に回転可能な状態で挿入することにより、尾錠１０と係止部材１
２とをバンド本体７の先端部７ｂに取り付けるように構成されている。
【００６１】
　次に、このような時計バンド５における１２時側のバンド本体７に尾錠１０および係止
部材１２を取り付ける場合について説明する。
　この場合には、図６に示すように、まず、係止部材１２の連結部１３をバンド本体７に
おける一対の取付部８間に配置して、一対の取付部８の各貫通孔８ａと連結部１３の挿入
孔１３ａとを対応させる。
【００６２】
　この状態で、図６に示すように、バンド本体７の先端部７ｂに尾錠１０を配置する。こ
のときには、尾錠１０の一対のアーム部１０ｂがバンド本体７の一対の取付部８を挟むよ
うに、一対のアーム部１０ｂの各ねじ突起部１０ｃを一対の取付部８の外側に配置する。
そして、一対のアーム部１０ｂの各ねじ突起部１０ｃを一対の取付部８に対応させて、一
対のねじ突起部１０ｃの各ねじ孔１１を一対の取付部８の各貫通孔８ａに対応させる。
【００６３】
　この後、ねじ部材２０を尾錠１０の各ねじ孔１１からバンド本体７の取付部８の貫通孔
８ａおよび係止部材１２の連結部１３の挿入孔１３ａに挿入させて締め付ける。このとき
には、まず、ねじ部材２０の軸部２０ｃを尾錠１０のアーム部１０ｂの外側からねじ孔１
１に挿入する。そして、この挿入した軸部２０ｃを更に取付部８の貫通孔８ａを通して連
結部１３の挿入孔１３ａに挿入し、ねじ部材２０のねじ部２０ｂをアーム部１０ｂのねじ
孔１１に螺入させる。
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【００６４】
　この状態で、頭部２０ａを回してねじ部材２０を締め付けると、ねじ部２０ｂがアーム
部１０ｂに設けられたねじ突起部１０ｃのねじ孔１１に螺着し、頭部２０ａがアーム部１
０ｂの座ぐり部１１ａ内に配置される。このときには、実施形態１と同様、頭部２０ａが
アーム部１０ｂの外部に突出することなく座ぐり部１１ａ内に収納される。
【００６５】
　また、このときには、ねじ部材２０の軸部２０ｃの先端部が係止部材１２の連結部１３
における挿入孔１３ａの中間付近に到達する。この場合、ねじ部材２０は、尾錠１０の一
対のアーム部１０ｂの各外側から係止部材１２の連結部１３における挿入孔１３ａにそれ
ぞれ挿入されるが、各軸部２０ｃの先端部が連結部１３の挿入孔１３ａ内における中間部
で互いに接触することなく接近して配置される。これにより、尾錠１０および係止部材１
２は、一対のねじ部材２０によってバンド本体７の一対の取付部８に回転可能な状態で確
実に取り付けられる。
【００６６】
　このように、この時計バンド５においても、１２時側のバンド本体７の先端部７ｂに一
対の取付部８を設け、この一対の取付部８間に係止部材１２の連結部１３を配置すると共
に、一対の取付部８にこれを挟むように尾錠１０を配置し、この状態で尾錠１０のねじ孔
１１にねじ部材２０のねじ部２０ｂを螺着させて、ねじ部材２０の軸部２０ｃをバンド本
体７の取付部８の貫通孔８ａおよび係止部材１２の連結部１３の挿入孔１３ａに挿入させ
ることにより、尾錠１０および係止部材１２をバンド本体７に取り付けた構成であるから
、実施形態１と同様、落下などの衝撃を受けても、尾錠１０がバンド本体７から脱落しな
いようにすることができる。
【００６７】
　すなわち、この時計バンド５においても、バンド本体７を腕時計ケース１に取り付けた
状態で、ビルの上階（例えば高さ１０ｍ程度）などの高所から落下させた際に、尾錠１０
が強い衝撃を受けて尾錠１０の一対のアーム部１０ｂが押し広げられても、尾錠１０に螺
着されたねじ部材２０の軸部２０ｃが、バンド本体７の取付部８の貫通孔８ａを通して係
止部材１２の連結部１３の挿入孔１３ａに挿入されているので、軸部２０ｃがバンド本体
７の取付部８の貫通孔８ａから抜け出すことがない。このため、尾錠１０がバンド本体７
から外れて脱落するのを防ぐことができる。
【００６８】
　この場合、ねじ部材２０の軸部２０ｃは、バンド本体７の一対の取付部８間に配置され
た係止部材１２の連結部１３における挿入孔１３ａの中間に位置する箇所付近に到達する
長さに形成されているので、尾錠１０が強い衝撃を受けて尾錠１０の一対のアーム部１０
ｂが押し広げられても、係止部材１２の連結部１３の挿入孔１３ａ内から抜け出すことが
ない。このため、尾錠１０および係止部材１２がバンド本体７から外れて脱落するのを確
実に防ぐことができると共に、尾錠１０および係止部材１２をバンド本体７に確実に且つ
強固に取り付けることができる。
【００６９】
　また、このねじ部材２０も、そのねじ部２０ｂが尾錠１０のねじ孔１１に螺着した状態
で、軸部２０ｃがバンド本体７の取付部８の貫通孔８ａ内および係止部材１２の連結部１
３の挿入孔１３ａ内に回転可能に挿入されているので、ねじ部材２０の軸部２０ｃを中心
に尾錠１０が回転する際に、ねじ部２０ｂが緩むことなく、尾錠１０および係止部材１２
を円滑に回転させることができる。
【００７０】
　なお、上述した実施形態１、２では、バンド本体７の一対の取付部８に回転可能に取り
付けられる係止部材１２の一対の係止突起部１４が、連結部１３から二股に分かれて形成
されている場合について述べたが、必ずしも係止突起部は二股に分かれて形成されている
必要はなく、連結部１３から尾錠１０の錠本体１０ａに向けて延びる１本の係止突起部を
連結部１３に形成した構成であっても良い。
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【符号の説明】
【００７１】
　１　腕時計ケース
　２　時計モジュール
　４　バンド取付部
　５　時計バンド
　６　６時側のバンド本体
　７　１２時側のバンド本体
　７ｂ　バンド本体の先端部
　８　一対の取付部
　８ａ　貫通孔
　１０　尾錠
　１０ａ　錠本体
　１０ｂ　一対のアーム部
　１０ｃ　ねじ突起部
　１１　ねじ孔
　１１ａ　座ぐり部
　１２　係止部材
　１３　連結部
　１３ａ　挿入孔
　１４　一対の係止突起部
　１５　連結パイプ
　１６、２０　ねじ部材
　１６ａ、２０ａ　頭部
　１６ｂ、２０ｂ　ねじ部
　１６ｃ、２０ｃ　軸部
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